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健康・スポーツ系学生を対象とした予習レポートによる授業改善の工夫
アンケートによる評価を活用して

松本 裕史，戸山 彩奈

（要旨）本研究では アンケートを用いて，健康・スポーツ系学生を対象に予習レポートを活用した授業実践を
もとにその効果と課題について探索的に検討することとした。予習レポートとは，学びに対する能動的な態度の構築
を目的とした予習課題であり，独自のルールを設けている。予習レポートを活用した大学授業の効果を検討した結果，
学生の授業理解の促進および学習意欲の向上をもたらすことが示唆された。
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１ はじめに 
海外に比べると，日本の大学生は授業外学修時間が

少なく，授業外学修時間の不足が学生の学力不足をも
たらすことが懸念されている1）。近年，大学において生
涯にわたって学び続ける力、主体的に考える力を持っ
た人材の育成が急務とされており，学士課程教育の質
的転換と学生の学修時間の増加は大学教育の喫緊の課
題である。学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ、
生涯学び続ける力を修得できる2）。そのような状況の中
で，多くの大学教員が「どのように学生の学習意欲を
向上させるか」という課題を抱えている。 
著者が所属する健康・スポーツ系学科はスポーツ推

薦入試制度を実施しており，その制度を活用して入学
する学生が存在する。牧野3）が指摘しているように，
スポーツ推薦入試制度で入学した学生は，入学試験に
学力試験を必要とされなかったため，勉強することを
苦手と感じている者も多い。このように多様な学力レ
ベルの学生が入り混じる授業において，学生の学習意
欲を引き出し，魅力ある学びの場とするための教員の
工夫は必要不可欠といえる。 
関田ほか 4）は能動的な学修を促すポイントの 1 つと

して，予習の重要性を指摘している。予習は，「次に学ぶ
ところを前もって学習しておくこと（広辞苑）」と定義
される。我が国において予習の効果を実証的に検討し
た研究は中高生を対象に積極的に行われている 5）6）7）8）。
それらの先行研究から予習は授業理解を促進する効果
があることやその効果に個人差が生じることが明らか
になっている。篠ヶ谷 7）は，生涯に渡って効果的に学
び続けていくスキルの育成のためには，学校教育にお
いて，より積極的に予習を指導していく必要があると
述べている。しかしながら，健康・スポーツ系の大学

授業として予習課題を活用した実践研究は見当たらな
い。 
大学授業は一度聞いただけで理解できるほど授業内
容が簡単なものばかりではない。著者は，短期大学部 1
年前期科目スポーツ心理学を担当している。この授業
では，スポーツ心理学に関する知識を幅広く学ぶだけ
でなく，初年次教育の重要性を鑑みて，学生の学習態
度の構築を意図した工夫として，予習レポートを活用
している。 
そこで本研究は，WEBアンケートを用いて，健康・
スポーツ系学生を対象に予習レポートを活用した授業
実践をもとにその効果と課題について探索的に検討す
ることとした。 
 
２ 方法 
（1）調査対象 
近畿圏の総合女子大学短期大学部健康・スポーツ系
学科で開講されているスポーツ心理学を平成29年度前
期に受講した女子学生 82 名のうち，調査参加に同意し
た 73 名を対象にした。 
（2）調査内容 
調査項目は，予習レポートの提出状況，予習時間，
予習レポートを活用した授業の効果および負担感とし
て合計 6項目を用意した。各質問項目には 4件法から 5
件法での回答を求めた。さらに，予習レポートを活用
した授業について良い点および悪い点の自由記述欄を
設けた。 
（3）手続き 
調査はインターネット調査法を用いて授業最終日に
行った。WEBアンケートシステムは，クエスタント（マ
クロミル社）を使用した。クエスタントは QR コード
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を作成することが可能である。クエスタントを活用す
る利点として，QRコードをスライドへ投影することに
よって，調査対象者はスマートフォンを用いてアンケ
ートサイトへ容易にアクセスできることがあげられる。 
授業参加者に対して研究の目的，データの取り扱い

方法およびプライバシー保護に関する説明を口頭で伝
達し，研究参加へ同意した者が調査へ参加した。  
（4）授業内容 
全 15 回の授業のうち，8回の授業で教科書の内容を

まとめてくる予習レポートを課した。ここでいう予習
レポートとは単なる予習課題とは異なる。学生が作成
した予習レポートの例を図 1 に示す。著者が考案した
予習レポートは，学びに対する能動的な態度の構築を
目的とした予習課題であり，次のような決まりがある。
①次回の授業内容（教科書内の 1テーマ，2～4ページ）
を A4 用紙 1 枚にまとめる。レポート末尾に内容をま
とめた後の感想を記入する。②レポートは手書き，多
数の色を使うことや図表，イラストの活用が推奨され
ている。③レポート提出は任意であり，提出すると成
績評価に加点される。④レポートは授業前に提出する。 
教員が行う予習レポートの提出を促す工夫としては

次のことを行う。①予習レポートに取り組みやすい教
科書を選ぶ。②見本レポートを紹介する。③予習レポ
ートの提出は任意であることを強調し，自己決定感を

高める。④多くの学生が提出している状況を積極的に
伝える。⑤提出されたレポートはチェックしてから返
却する。⑥提出されたレポートを活用して前回の復習
を授業時に行う。 
（5）分析方法 
予習レポートの提出状況，予習時間，予習レポート
を活用した授業の効果および負担感に関して単純集計
を行った。予習レポートを活用した授業の良い点およ
び悪い点に関する自由記述は，松本ほか 9）を参考にKJ
法 10) を用いて整理，集約した。まず，自由記述をひと
つずつカードにした。次に，それらのカードは分析作
業者間で研究目的をふまえながら議論のうえ，グルー
ピングを行った。グルーピングが困難な回答は，その
まま独立して扱った。健康スポーツ心理学を専門とす
る大学教員 1 名，健康・スポーツ科学を専攻している
大学院生1名の合計2名で分析作業を実施した。なお，
本研究において分析の過程で予習レポートと関連のな
い記述であった 4項目は除外した。 
 
３ 結果 
（1）予習レポートの提出状況 
予習レポートを提出した（「毎回提出した」および「ほ
とんど提出した」）と回答した学生は 91.8%であった（図
2）。全く提出しなかったと回答した学生は，4.1％（3
名）であった。 
（2）予習レポートによる予習に対してかかった時間 
予習レポートによる予習に対してかかった時間は，

平均して 30 分～1 時間という回答が最も多かった
（図 3）。 
 

 
 

図 1．受講学生が描いた予習レポートの例

図 3．予習レポートに対して，平均してどのくらいの
時間をかけましたか？ 

図 2．この授業の予習レポートを提出していましたか？
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（3）予習レポートを活用した授業の効果
予習レポートを活用した授業の効果に関する回答を

図 4 から図 6 に示す。予習レポートは授業内容を理解
する助けになったかという質問に対して，約 8 割（と
ても助けになった 27.4%，まあまあ助けになった 
47.9%）が肯定的な回答を行った（図 4）。予習レポート
を活用した授業が主体的な学びを促進したと思うかと
いう質問には，約 7割（69.8％）が肯定的な回答を行っ
た（図 5）。最後に，今後さまざまな授業で予習をして
から授業にのぞもうと思うかについては，約 6 割（と
てもそう思う 17.8%，少しそう思う 38.4%）が肯定
的な回答を行った（図 6）。 
（4）予習レポートの負担感 
負担があると感じる（「とてもそう感じる」および「少
しそう感じる」）と回答した学生は 57.6%であった（図
7）。負担があると感じない（「あまりそう感じない」お
よび「全くそう感じない」）と回答した学生は，24.6％
であった。 

 
 

 
（5）予習レポートを活用した授業についての良い点 
予習レポートを活用した授業について良い点の有効
回答数は 18 であった。作業者による分析の結果を表 1
に示す。「授業の前にやることや，自分の考えと比べる
ことによって授業の進み方が分かるので理解しやすか
った」など 4 つの回答を集約して「自己学習による理
解との比較」という下位カテゴリが得られた。同様の
手続きによって合計 6 つのカテゴリが得られた。それ
らを集約した結果，「授業内容の理解および関心の向
上」「予習レポート活用による学習意欲の向上」「予習
する習慣の定着化」「記憶力の向上」「肯定的なフィー
ドバックの機会」という 5 つの上位カテゴリが得られ
た。 
（6）予習レポートを活用した授業についての悪い点 
予習レポートを活用した授業について悪い点の有効
回答数は 11 であった。作業者による分析の結果を表 2
に示す。「部活があるのでやる時間がない」など 3つの
回答を集約して「時間的負担」という下位カテゴリが
得られた。同様の手続きによって合計 5 つのカテゴリ
が得られた。それらを集約した結果，「予習レポートの
負担感」「授業内容に対する興味の低下」「授業内容に
対する物足りなさ」という 3 つの上位カテゴリが得ら
れた。 
 
４ 考察 
本研究の目的は健康・スポーツ系学生を対象に，予
習レポートを活用した授業実践をもとにその効果と課
題について探索的に検討することであった。 
予習レポートの提出状況に関しては，約 9 割以上の
学生がほとんど提出したと回答した。今回，教員が授
業期間の初期において，予習レポートの提出は任意で
あると強調すると同時に，周りの学生は提出している
雰囲気を醸成した。そのことで学生の予習レポート提
出に対する自己決定感が高まり，継続的なレポートの
提出に結びついたといえる。そのほかに学生のレポー
ト提出の関連要因として，成績評価に加わる点やレポー
トの有意味課題としての実感がある点があげられる。

図 4．予習レポートは授業内容を理解する助けになり
ましたか？ 

図 5．予習レポートを活用した授業はあなたの主体的
な学びを促進したと思いますか？ 

図 6．今後さまざまな授業で予習をしてから授業にの
ぞもうと思いますか？ 

図 7．現在，予習レポートを書くことは負担があると
感じますか？ 
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予習レポートを活用した授業の効果に関して，5段階
評価によるアンケートと学生からの自由記述の回答
（予習レポートを活用した授業の良い点）を中心に考
察する。 
予習レポートの授業理解促進に関して，約 8 割が肯

定的な回答を行った。自由記述の回答において上位カ
テゴリをみてみると，「授業内容の理解および関心の向
上」に関する回答が最も多かった。予習レポートを課
さない授業の場合，授業中が知識習得の機会となる。
その場合，学習者は教員の話を聞き逃さないようにテ
キストを確認し，ノートを取りながらの授業になり，
受動的学習になりがちである。自由記述において，「記
憶力の向上」があがっている点からも予習レポートを
課すことによって授業中は知識の定着の機会に変わる
といえる。予習の効果について先行オーガナイザー（こ

れから学ぶ中心的内容について抽象的，概念的な枠組
みあるいは概念的知識）の影響が示唆されており5），本
研究の結果は先行研究の知見を支持するものであっ
た。 
予習レポートの主体的な学びの促進に関して，約 7
割が肯定的な回答を行った。自由記述の回答において，
「予習レポート活用による学習意欲の向上」があがっ
ている。これは予習によって授業内容の理解が促進さ
れ，「授業内容がおもしろい」「自分の活動に役立てた
い」といった内発的動機づけが高まったと解釈できる。
主体的な学修の促進に内発的な動機づけが重要である
ことに疑う余地はない。予習レポートが学生の動機づ
けに及ぼす影響に関しては，今後詳細な検討が必要と
されるが，学習意欲の向上に予習レポートが有効であ
ることが示唆された。 
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表 1．予習レポートを活用した授業の良い点 
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今後の授業に対する予習の実施意図に関して，約 6

割が肯定的な回答を行った。自由記述の回答において
も，「予習する習慣ができるのはいいことだと思う」と
いう回答があげられた。つまり，授業での予習レポー
トの活用は，学生に予習が有意味であることを実感さ
せ，他の授業においても活用しようとする動機づけに
なるといえる。予習は学習サイクル（予習―授業―復
習）の始発的にあたる活動として，深い授業理解や質
の高い復習を実現する上で重要な役割を果たすと考え
られる 7）。したがって，大学初年次にあたる授業にお
いて予習レポートの活用は，学生のそれ以後の主体的
な学修体験の積み重ねにつながり，ひいてはスタディ
スキルの育成へと結びつく可能性があるといえる。 
次に予習レポートを活用した授業の課題に関して，

アンケートと自由記述の回答（予習レポートを活用し
た授業の悪い点）から述べる。 
予習レポートの負担感に関して，約 2 割の学生から

とても負担感があるとの回答があった。自由記述の回
答において上位カテゴリをみてみると，「予習レポート
の負担感」に関する回答が最も多かった。その内訳と
しての下位カテゴリは「時間的負担」「方法的負担」お
よび「精神的負担」に分別された。予習レポート実施
の負担を感じることの裏返しとして恩恵を感じていな
いことが考えられる。つまり，大きな負担を感じる学
生は予習レポートの効果を実感していないといえる。
篠ヶ谷 5）は予習の個人差に着目した研究を行ったとこ
ろ，予習の効果は意味理解志向の高い学習者ほど大き

く，意味理解志向の低い学習者には見られないことを
明らかにしている。意味理解志向とは学習観のひとつ
であり，情報の関連を理解することを重視する姿勢で
ある 5)。本研究の対象者においても，予習レポートを点
数稼ぎとしてとらえ，内容の関連付けを行わずに単な
る作業として作成していた者は予習の恩恵を実感する
ことができなかったといえる。このことから教員は予
習の効果は一様に得られるわけではないということを
理解したうえで，学習者に対して予習の意義を丁寧に
伝えようとする姿勢が求められる。 
そのほかの予習レポートの課題として，「授業内容に
対する興味の低下」があげられた。市川 11）は予習とし
て先に内容に触れることで授業への興味が損なわれて
しまうという意見もあると指摘している。一方，篠ヶ
谷 5) の研究によって予習は授業への興味を下げないこ
とが明らかになっている。したがって，予習レポート
が一様に学習者の授業への興味を低下させると結論づ
けることはできないものの，授業内容によっては予習
レポートの負の影響が生じることを理解しておく必要
がある。たとえば，授業が予習の繰り返しになるよう
な場合，学習者の興味は低下することがあげられる。
自由記述において「授業内容に対する物足りなさ」が
あがったことからも，予習レポートを活用した授業に
おいては，学習者が予習によって得た知識を土台とし
て，多様な知識の関連付けによる精緻化が促進される
授業内容を展開することが重要となる。 
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表 2．予習レポートを活用した授業の悪い点 
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５ まとめ 
大学生の学力低下が深刻なものとなって以来，学習

者の理解度の把握，課題の提出および返却時の指導の
仕方など，現在の大学教員に要求される指導力は以前
にも増して高くなっている12）。本研究では健康・スポ
ーツ系学生を対象に，WEBアンケートを活用して予習
レポートによる授業実践の効果と課題を明らかにし
た。その結果，予習レポートを活用した大学授業は学
生の授業理解の促進および学習意欲の向上をもたらす
ことが示唆された。今後の課題として，学生の学習観
には個人差があると考えられることから，予習レポー
トの負担感をなるべく感じさせないような工夫を行う
と同時に，恩恵を感じるような働きかけを行っていく
ことが必要といえる。 
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